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＜講評＞ 

各専門校の講評や SNS などをみても今回は難易度が高かったと思われます。本試験独特のプレッシ

ャーも考えると 56 点以上の得点をたたきだす受験生が 10％以上いるとは考えにくい。特にここ最近

は受験資格の緩和もあり、腕試しで受験した人も相当程度いたことが推定される。 

最近の簿記論は財務諸表論と同様に粗点で 60 点以上あった場合は合格させる方針であろうと推察さ

れる。理由としては 2022 年の合格率 23％のように難易度が低い場合は合格率があがっていることに

ある。 

今年の試験で 60 点以上の受験者は 17.4％以下（というか数％）であることは推察できます。したが

って素点で 17.4％以上はないものと思われ、結果的に傾斜採点で 17％前後の合格率に落ち着くので

はないだろうか。。 

 

当スクールでは大部分の専門学校の模範解答は本試験の現場では書けるはずがないという前提で、合

格者の平均的な記述を想定して記載しています。ご了承ください。ちなみに、専門校では 3～5 人の人

数で参考書籍をみながら時間をかけて解き、さらに打合せをして解答を決定しているようです。 



 

 

 

 

 

 

学校 ＴＡＣ 大原 ＮＳ 会計ｱｶﾃﾞﾐｰ 

ボーダ予想 14~17 14~17 15 15 

 

基本的な問題が多いので、ここはしっかり得点を稼ぎたい 

㉓以降は少し難しいので 22 まででしっかり得点を重ねる必要があります。 

赤は 19 点分だが実際にはケアレスもあるので 15 点とれれば Good！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 ＴＡＣ 大原 ＮＳ 会計ｱｶﾃﾞﾐｰ 

ボーダ予想 13~15 14 17 12 

 

ここは各校評価が分かれるところでしょう。 

答練で企業結合を出題しているところは問 1 に重点、ストックオプションを出題してい

るところは問 2 に重点でしょう。ただ答練で出しているからと言って、本試験で出題さ

れるとは限りません。ただ日商１級経験者なら問 1 はかなり高得点めざせると思います

が何％くらいいるかですね。 

赤は 18 点ですが、現実には 12 点くらいとれればＯＫだと思います 

 



 

 

 

 

 

 

 

学校 ＴＡＣ 大原 ＮＳ 会計ｱｶﾃﾞﾐｰ 

ボーダ予想 28~33 28~33 26 25 

 

 

初めての出題パターンで、一瞬「何？」と戸惑ったと思いますが、閉鎖残高勘定は大原

は何度も説明するので大原受講者は少し有利かもしれません。 

解答用紙をみると固定資産関係が解答箇所多いので「そこで点をとってね」という意図

を読み取れれば、どなたでも対処できたのではないかと思います。 

赤は 28 点ですが、ケアレス考えると 25 点くらいで十分でしょう。 



各校の合計ボーダ 

 

学校 ＴＡＣ 大原 ＮＳ 会計ｱｶﾃﾞﾐｰ 

ボーダ予想 55~65 56~64 58 52~54 

 

申込者と受験者の関係、および過去 6 年の合格率など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2025 年受験者は想定 

  申込者 受験者 受験率 合格者 合格率 

2025 24,802 17,857 ≒72％   

2024 ？ 17,711  3,078 17.4％ 

2023 21,335 16,093 75.43%  2,794 17.4％ 

2022 17,400 12,888 74.07% 2,965 23.0% 

2021   11,116   1,841 16.5% 

2020   10,757   2,429 22.6％ 

2019   11,784   2,052 17.4% 

2018   11,941   1,770 14.8% 

2017   12,775   1,819 14.2% 

合計  105,065  18,748 17.8％ 



 

 

得点分布を考えると上図のようになると思われる（あくまでも今回の問題を確認したうえでの勘です） 

 

合格率が過去最高の 23％前後であれば 

51～52 点がボーダーライン 

合格率が過去 8 年の実数である 18％であれば 

53~54 点がボーダー 

になるのだろう 

 

合格確実は、ここ 6 年で最低の 14.2％になった場合を想定して 56 点というところではなかろうか 

 

結論として、合格率 18％想定の 54 点がボーダライン、14％想定の 56 点が合格確実と思われます 

 

私の勘で作成した表なので、皆さんの方でも同様の表を作成して、模擬試験の得点分布などで構成率を

変更すれば、より正確な予測数値を出せると考えます。 


